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おもな内容 ・ 全科協の皆さんへ

全科協事業の具体化進む

NHK 放送博で高校生のための放送講座

ラザフォード生誕 100 年記念写真パネルを巡回
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全科協の皆さんへ

1971 年 8 月 20 日発行

全国科学博物館協議会

東京都台東区上野公園

国立科学博物館内

〒 110

TEL.822 ・Olll (大代〕

全国科学問物館協議会理事長 福 田 繁

今日学術研究の面において，また社会教育の面におい

て科学博物館の役割 lが再認識されてきております.その

証拠に最近新しい科学時物館があち ζ ちに設立されてい

ます.また既存の科学博物館においても観覧者の数が漸

次増加しつつあります.乙のととは地域社会において科

学博物館を必要とする声が高まってきたためだと思いま

す.

私ども科学博物館 K働く者は ζ の国民の要望に応え，

科学博物館の使命の達成 lζ 一層の努力を傾ける責任があ

ると思います.

いままでの全科協は少し冬眠が長すぎたと思います.

今度新しく発足をした全科協は，科学博物館の活動をよ

り積極的に促進するために沢山の問題を抱えています.

私どもは初心 IC 返って ζれらの問題を一つずつ収り組ん
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で行きたいと思います.

全科協はわれわれ科学

時物館に働く者にとって

お互いの情報交換のため

の共通の広場であり，ま

たお互いが日常の博物館

活動について研鍛を積む

共通の土俵でもあると思

います ζ のような役者 l

を充分に果たす全科協に

育て上げねばならないと考えます.

全科協の皆さん，お互いに協力一致して立派な全科協

IC 育てるよう絡段の御尽力をお願いします.

全科協事業の具体化進む

博物館事業研究会を今秋実施，学芸員資格取得講座は明年度からいよいよ実現か

全科協では，別掲の事業計画にもとづき，科学時物館

の運営や，専門職員の資質の向上を図るための各種事業

の具体的実施内容の検討を急いでいますが，とれらの中

から，関連事業も含め今年度と lリ1年度Ie実施する見とお

しを得たものを拾ってその概要を紹介しておきます.

1. 全科協博物館事業研究会

研究会のねらい:展示や教育活動など科学問物館の運

営上当面している諸問題のありかを明らかにし，乙れ
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を解決する効果的な方法を追求して，急速に変わりつ

つある社会状勢 IC あわせた科学博物館事業の促進する

基盤を作る ζ とをねらいとしたものである.

第 1 回は，展示技術についてとりあげ，展示の撞類

と展示器具類など，基本的な事項と;乙れ lとともなう

館の運営について研究討議する

名 称:全科協同物館事業研究会

第 1 回展示技術の基本と館の運営

J~I 日 :昭和46年11月 lζ3 日間(予定)

会場 未定



日程と内容

第 1 日 午前全体会議一問題提供と討議

テーマ 科学問物館の展示技術の種類と必要条件

午後 全体会議ー講演と資料提供

(1) 照明器具類の種類とその諸性質

(2) 電気スイッチ等の原理と種類

(3) 展示におけるプラスチック類の活用

など.

第 2 日 分科会，自然史，理工学部会 lζ 分れて実施.

つぎのような諸点について研究討議する.

展示技術の種類，各種展示技術の利点と欠

点，各種展示材料の利点と欠点 など

第 3 日午前全体会議

分科会の報告とまとめ

午後実地見学

詳細については，決まり次第各館閣に連絡します.

なお，参考までに， ζ の種の事業についての意見，

者望をお聞かせください.

2ｷ 博物館専門職員講習

時物館の専門的職員である学芸員となる資格をとるた

めには，大学において l等物館に関する科目の単位を修得

しなければならないが，現在 1博等物館学学，講座を関議してい

る 3ω0 余の大学学，の大部分が文学部や教育学部の;文文

しており，自然科学系学芸員の養成はいたって低調であ

ります.このような現状にかんがみ，自然科学系学芸員

の資質を向上させ，また自然科学系学芸員をより多く育

成することが，自然科学系博物館のよりよい発展にもつ

ながると考えられます.

このごろ，乙れの実現について，文部省，国立社会教

育研究および国立科学博物館 K依頼しましたが，見とお

しはきわめて明るく，順調に行けば，およそつぎのよう

な要項で，昭和 47 年度から実施できそうです。

1. 名称博物館専門職員講習(仮称)

2. 実施機関

国立社会教育研修所と国立科学博物館とが協同

して行なう.

3. 対象

自然科学系博物館に勤務し，或は勤務を希望す

るもので，学芸員の資格を取得しようとする人々

を対象とする

4. 定員 50 名以内

5. 研修時期と期間

8 月以降の時期で，期間は 6 週間の予定

6. 研修場所，

国立科学博物館と国立社会教育研修所

7. 研修科目

時物館学( 4 単位〉教育原理( 1 単位〉社会教

育概論( 1 単位)視総覚教育( 1 単位)の 4 科目

ならびに自然史学の適当な 2 科目(未定)で，単

K講義を行なうのみでなく，博物館学，視 j徳覚教

育は実習を主 lとして行なう.

@さっそく会員館からニュースの投稿がありまし

た

「高校生のための放送講座」を開催

NHK 放送博物館で

NHK 放送博物館では， 8 月 28 日， 29 日の両日， I高

校生のための放送講座」を同館講堂で行ないます.

ζ の講座は，昭和 38 年より継続実施しているもので，

高校生に放送に対して理解を深めてもらうとともに，放

送番組の正しい作りかたを知ってもらうことをねらいと

しています.

講師には， NHK のベテラシアナクシサー，プロデュ

ーサーが当り，アアクンスメン卜と朗読，録音構成，イ

ンタビューのしかたなどの演習が講座の主体となってい

ます.乙の講座は，学校放送の向上 lζ 役立つとあって，

毎回，教育関係各方面から好評を博しています.

なお，同博物館では，夏の特集として「記録映画とお

話の会」を 8 月 3 日から 6 日間行ないました.各回のテ

ーマは，エベレストへの道， SL 特集，南極，あすのス

ポーツ，明治百年， 日本の自然で，それぞれお話と関係

映画が上映されました

ラザフォード生誕 100 年記念写真パネル

を希望館に巡回

今年は，ニュージーランドのうんだ世界的物理学者ラ

ずフォード (1871~1937) の生誕 100 年自に当ります.

ニュージーランドではとれを記念して各種の行事を行な

っていますが，そのーっとして，ニュージーランド大使

館より国立科学博物館に対し，同氏の業績を紹介する写

真パネノレの展示の要望があったので，同館では 8 月 20 日

から 9 月 9 日まで特別展示するととにしました.

との写真パネノレは， ラヂフォードの生家， キヤベシグ

ィ νュ研究所の生活，著書など14枚からなり，すぐ展示

できるようにセットされており，パネノレ 1 枚の大きさは

約40cm x50cmです.国立科学博物館での展示後，全科協

会員館に巡回を考えているので，いずれあらためてお知

らせしますが，希望館は事務局にど連絡ください.
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新発足した全科協一新発足にいたるまでー

,. 理事，監事の選出

全国科学博物館協議会は，わが国の科学問物

館が相互の連絡を密 lζ し，科学博物館事業の振

興を図るととを目的として，昭和 42年 6 月 Ie:結

成されました .ζれまでは広く園内の科学博物

館施設を対象 K，情報の提供や研修会等の事業

を実施して参りましたが，乙の悶，各館園から

の強い要望もあって，全科協をさらに発展させ

るための具体策を検討する必要性に迫られてい

ました.

昭和 145年 9 月 3 日および 10月 5 EIK常任理事

会，盟事会を開催して，今後の在り方について

協議した結果， ζ の会の必要性を再確認すると

ともに，科学博物館で行なう各海事業の専門的

事項についての相互の連絡機関として発足させ

るという観点から，おおよそつぎの諸点について意見が

一致しました.

1. 全科協は，対象をしぼり自然史および理工系博物

館ならびに乙れらを包含する総合博物館(科学博物

館の機能をもっ科学教育施設等を含む)で構成する

ζ と.

2. 会員 IJ を改正し，会費制度を採用し，会員意識を高

めて相互の利益を図るために積極的 iζ 活動する ζ と

3. 当面つぎの事業を重点的に実施する ζ と.

(1) 資料(文献資料を含む)の交換，貸借，譲渡など

の斡旋，情報提供ならび K博物館資料の収集，展示

に関する相互の協力をすすめる

(2) 巡回展，教育活動の協同実施など，館外教育活動

lζ 関する相互協力をすすめる.

(3) 自然科学系学芸員を対象に，現職研修等を行ない

資質の l向上を図るとともに，地位の確立に必要な調

査ならびに資料の作成などを行なう.

(4) 何物館設置基準等に関連するわが国の科学問物館

の振興 lζ 必要な事項の調査ならびに資料の作成を行

なう

4. 科学博物館に関するニュース，教育活動または i等

物館学的研究の成果の報告書事のために機関誌を発行

する.

5. 自然、史部会，理工学部会等の部会を設けて，専門

分野別の活動を助長する.

6. 日本博物館協会との関係については，同協会が博

物館の一般的包括的連絡機関であるのに対し，全科

協は科学博物館の資料の収集，保管，展示および教

育，研究活動，専門職員の資質の|市L1:.，ならびに管
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第 1 回総会を開催

盟運営等K関する専門的事項についての相互の連絡

機関とする乙と

以上の諸点について，昭和45年10月 7 日長野市で開催

された第四回全国博物館大会K参加した全科協関係者の

参集を得て関かれた総会iζ提案をしたところ，意見が区

々にわかれて紘一論を得なかったので，あらためて詐商で

各館園のど23見を聴取する ζ とにしました.

その結果，科学博物館の連絡組織としての全科協を存

続発展させるべきだという意見が多くありましたので，

新しい構想のもとに再発足する乙とになりました.理事

館，監事館の選出についても全会員から推せんlζ よって

行なわれました.あらたに選出された役員によって，昭

和46年 6 月 5 日国立科学博物館において理事会を開催し

会則改正案， I昭和46年度収支予算，事業計画室与について

協議し，今後の方針を決定しました.

2. 第 1 回総会(昭和 46 年度〉の開催

全科協の新発足にあたり，昭和 46 年度総会を 7 月 5 日

間立科学博物館会議室において開催しました

福田繁理事長のあいさつの後，経過説明にうつり，そ

の後次の議事について審議し決定しました.

1 全国科学博物館協議会々則の改正

2 役員人事の承認

3 昭和46年度事業計画

4. 昭和 46 年度収支予算および会費規程

乙れらの事項について慎重に審議の後，原案どおり可

決しました.議事終了後，懇談会にうつり，などやかな

一時をすごし散会しました.

なお，当日決定された理事，獄事および部会長は次の



全国科学博物館協議会会費規程

会則第 5 条の 3 ・ 4 第10条の規定により，会費また

は相当する実費，維持会費を次の如く定める.

1. 理事館(監事館を含む)，国立およひ'都道府県立，

指定都市以上の公立博物館または教育施設等

10 ， 000 円以上

る.

4 理事長は理事の互選により選出する

理事長は本会を代表する.理事長事故あるときは，

あらかじめ理事長が指名した理事が，本会を代表する.

5 理事長，理事および監事の任期は 2 年とし，再任

を妨げない.

6 理事および敗事は，任期満了後も，後任者が就任す

るまでは，なおその職務を行なうものとする

第 7 条 本会の運営は，理事会が乙れにあたる.理事会

は，理事長および理事をもって構成する.

2 本会の;常務は，理事会が選出した常任理事が ζれに

あたる.

3 本会の会計監査は，監事が ζ れにあたる.

第 8条木会は，毎年 1 回総会を開く.

2 政事長が必要と認めたとき，臨時lζ総会を開く乙と

ができる.

3 総会は，本会の予算，事業計画および決算，事業報

告その他重要事項を議決し，または承認する.

4 購読会員は総会で意見等を述べるととができるが，

議決権はないものとする.

第 9 条 本会には，自然、史部会および理工学部会その他

必要とする部会をおくととができる.

2 部会長は，理事の中から適任者を理事会できめる.

3 部会の運営lζついて必要な事項は，それぞれの部会

が定める.

第10条本会の経費は，別Ie定める会費または乙れに任|

当する実費，容附金その他の収入をもってあてる.

第11条 本会の会計年度は，毎年 4 月 1 日に始まり翌年

3 月 31 日に終る.

第四条 本会員リの変更は，理事会の議を経て総会の承認

を得なければならない.

付員I)

本会員IJは昭和46年 4 月 1 日から施行する.

とおりです.

全国科学博物館協議会役員名

理事長 国立科学博物館 福岡 繁

理事 山口県立山口博物館 臼杵華臣

(常任) 大阪市立自然科学博物館 千地万造

NHK放送博物館 若菜三雄

(常任) 名古屋市立名古屋科学館 稲月 光

交通博物館 古谷善亮

逓信博物館 補沢功一

(常任) 五島プラネ夕日夕ム 五島 昇

豊橋向 III天文台 金子 功

(常任) 神奈川県立青少年センター 土屋武人

(順不同〕

除事 熱川ノ〈ナアワニ闘 木村 豆

高尾自然科学博物館 藤橋康治

(順不同)

自然史部会長 大阪市立自然科学問物館 千地万造

理工学部会長 名古屋市立名古屋科学館 稲月 光

全国科学博物館協議会会則

第 1 条 本会は，全国科学博物館協議会と称する.

第 2 条木会は，事務所を理事長館Kおく.

第 3 条 本会は，全国の自然史および理工系 IW物館なら

びにこれらを包含する総合博物館(科学博物館の機能

をもっ科学教育施設等を含む.以下同じ. )が相互の

連絡協調を密にして陣物館事業の振興 Ie寄与する乙と

を目的とする.

第 4 条 本会は，前条の目的を達成するため次の事業を

1']" なう.

ー 調査，研究および情報の交換

一 資料，文献等の交換および貸借の斡続

一研究会，講演会等の開催

四 自然史および理工系博物館に関する普及広報

五 機関紙の発行および研究成果の発表

六 その他博物館事業振興に必要な事業

第 5 条 会員は正会員，維持会員および購読会員とする.

2 正会員は，自然史および理工系博物館ならびに， ζ

れらを包含する総合博物館とする.

3 正会員は別に定める会費または ζれに相当する実貨

を負担するものとする

4 維持会員は本会の趣旨に賛同し，別 IL定める維持会

費を負担するものとする.

第 6 条本会IL理事館および監事館をおく

2 理事館，監事館は総会において選出する.

3 !!Ii事館，監事館の代表者をそれぞれ理事，存在事とす

4

2. その他の博物館または教育施設

3. 購読会費

4 維持会il'l

A 5 ， 000円

B 3 ， 000円

2， 000円

20 ， 000円以仁



全国科学博物館協議会入会館園名

(昭和46年 7 月 5 日現在)

館 闘 名 |館園長名|師号| 所 在 地

松島水族館 西条繁雄 981-02 宮城県宮城郡松島町波打浜 16

秋田大学鉱山学部附属鉱業時物館 悔津良之 010 秋田県秋田市手形字大沢 28-6

山形県立博物館 畑(県民生活正課長一 ) 990 山形県山形市旅能町 3-4-15

アリタキ・アーボレータム 有滝健雄 343 埼玉県越谷市越ケ谷 l 番2566 -

川口市立児童文化センター 織本重義 332 時玉県川口市青木町 5-1358

木の主主化石圏 加藤信吉 329-29 栃木県塩谷郡塩原町大字中樹原 472

五島プラネタ Y クム 五島 昇ー 150 東京都渋谷区渋谷 2-21-12

東京農工大学附属繊維樽物館 大野泰雄 184 東京都小金井市中町 Z-24-16

術労館働省産業安全研究所産業安全技 上月三郎 180-84 東京都清 eM覇市梅園 1-4-6

交適時物館 古谷善亮 101 東京都千代田区神田須田町 1-25

逓信博物館 福沢功一 100 東京都千代田区大手町 2-3-1

科学校術館 凹代茂樹 102 東京都千代田区北の丸公園 2-1

NHK 放送時物館 若菜三雌 105 東京都港区芝愛宕町 1-10

東京都高尾自然防物館 i路橋)史治 193 東京都八王子市高尾 2436

東京都児童会館 長尾信勝 150 東京都渋谷区渋谷 1-18-24

国立科学問物館 福岡 繁 110 東京都台東区上野公園

神奈川県立青少年センター 土屋武人 220 神奈川県横浜市西区紅葉ケ丘 9

真倒サボテンドリームランド 松 j此喜久雄 259-02 神奈川県足柄下郡真純 UIJ1175

観音崎自然同物館 山下金義 239 神奈川県繍須賀市鴨居 4 丁目南門

福井市立郷土自然科学|等物館 小林貞七 910 福井県福井市足羽上回 IJl 47

恩賜林記念館 e 丹羽貞一 400 山梨県甲府市丸の内 1-5-4

熱)11 パナナ・ワニ圏 木村 旦 413-03 静岡県賀茂郡東鳳 ?豆町熱川規泉

鳳来寺山自然科学博物館 夏目克己 441-19 愛知県南設楽郡 来町門谷字森脇

設橋向山天文台 金子 功 440 愛知県豊橋市向山東町 44

市立名古屋科学館 稲月 光 460 愛知県名古屋市中区栄 2ー17-22

名和昆虫博物館 名和三男 500 岐阜県岐阜市大宮町 2

仏教児童博物館 中井玄英 605 京都市東山区高台寺北門通
下河原東入鷲尾 IH]

大阪市立自然科学問物館 千地万造 550 大阪市西区靭 2-52

神戸国際港湾博物館 宮崎健一郎 650 兵庫県神戸市生田区波止場町 8

津山科学教育博物館 森本謙三 708 伺山県津山市山下 97

伊吹植物園 伊吹道郎 680 鳥取県鳥取市薬師町 43

山口県立山口|等物館 日杵ー草臣 753 山口県山口市春日町 8-2

萩市郷土|母物館 林 常雄 758 山口県萩市江向 525-4

秋芳Ill]立秋吉台科学博物館 末永 孝 754-05 山口県美柄、郡秋芳町秋吉

愛媛亜熱帯植物園 窪田義直 791-31 愛媛県伊予郡松前町中川原

能河洞博物館 岡本重則 782 高知県香美郡土佐山町逆川 1340

香川県自然科学館 岩本三夫 762-01 香川県坂出市王越町木沢 1901

徳島県博物館 林 利秋 770 徳島県徳島市西山手町 1-1

佐賀県立博物館
,
古賀秀男 840 佐賀県佐賀市城内 1-15-23

鹿児島県文化センター 扮陽操六 892 鹿児島県鹿児島市山下町 5-3

愛媛県立博物館 楠(購読会 1専員幸 ) 790 愛媛県松山市二番町 4-7-1
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全国科学博物館協議会会則第 4 条にもとっき，つぎの

事業を行なう

1. 調査研究および情報の交換

(l) 科学問物館の機能を高めるための実際的事項につ

いて共通テーマを選定し，共同して調査・研究を行

なう.

(2) 科学文化財の保存および現状の保護等について情

報の交換ならびに基礎的調査等を共同で実施する

(3) 博物館設置基準 K関する調査，研究

2. 資料，文献等の文換および貸借の斡旋

(1) 同物館資料(文献資料を含む)の交換，譲渡，貸

借などの斡旋ならびに情報提供等を行なう.

3. 研究会，講演会等の開催

(l) 博物館専門職員のための展示資料の製作，展示，

修理保管等に関する技術の研修会および実験，観察

指導方法等の研修会

(2) 自然科学系および理工系博物館の学芸員の資格取

得と現職研修のための講座の実施を研究する.

4. 自然史および埋工系博物館に関する普及広報

(l) 全科協ニュース(仮称)を原則として隔周年 6 巨|

発行し，全科協加入館園の紹介ならびに特別展示，

教育，研究活動などの実状を関係方面に普及する.

5. 機関紙の発行および研究成果の発表

(1) 科学時物館の収集資料，展示，資料の整山保管お

よび教育活動等に関する調査研究の成果を報告する

ための機関誌を当分の間，年 2 回を原則として発行

する.

6. その他，侍物館事業振興 K必要な事業

(1) 会員名簿，案内書等出版物の発行

(2) 科学問物館関係国際機関からの情報を収集し紹介

する.

あ と カt き

0全科協ニュース創刊号をお届けします このニュー

スは編集委員会をもうけて奇数月 It 発行して行く予定に

しておりますが，乙の号については，急ぎましたので，

7 月 17 日東京周辺の館園の専門職員の方々に集まってい

ただき，編集懇談会をもち相談しました.

0編集懇談会の席上で出席者から， レーずーを使用し

た立体写真を希望の館園があれば，無料で配布する会社

がある，あるいは船 K. 関する歴史的な資料を保存してい

る人があり，博物館で展示を希望するととろがあれば差

上げてもよいと言っていたなどの話題がでました.今後

乙のような情報がどしとし掲載される乙とを希望してい

ます

。事務局では各館園の新しい展示資料の紹介，特見 IJ

展教育，研究活動の紹介，新しい展示技術の解説，貸 11\

資料の Y スト等の投稿を期待しています ψ みなさんの力

を借りて，科学問物館の運営 lζ 実際 K役 Ie 立つニュース

となるよう，努力したいと思っています.

6 -


	全科協の皆さんへ
	全科協事業の具体化進む
	新発足した全科協一新発足にいたるまでー
	全国科学博物館協議会入会館園名
	あとがき

